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地域鉄道の再生・活性化等研究会 

ＤＭＶによる鉄道のイノベーション 
～線路と道路を走る夢の乗り物～ 



走行風景（釧網線 浜小清水～藻琴） 

１．ＤＭＶとは 



線路と道路の乗り換えわずか１０～１５秒 

線路上をゴムタイヤで７０ｋｍ/ｈで走行可能 

シームレス・バリアフリー 

１．ＤＭＶとは 



後ゴムタイヤ駆動輪 後ガイド輪 

レール 

後ゴムタイヤ 
駆動輪（内輪） 

レール幅 65 mm 

タイヤ幅 235 mm 

レール 

後部車体荷重 

 （１００％） 

軸重配分制御 

乗車(荷重)状況と後ゴムタイヤのスリップ状況 
などを検知し、最適な荷重配分となるよう制御 

走 る し く み 
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１．ＤＭＶとは 



ガイドウェイ部 

（ ６ｍ ） 軌間変化部 

進行方向 

標準レール部 

 線路幅を広げた掟破り！ 

線路と道路の切り換えのしくみ 

モードインターチェンジ 

１，０６７ｍｍ 

軌間拡大部 ( １１ｍ ) 

１，１３７ｍｍ 
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１．ＤＭＶとは 



深川 

滝川 

新十津川 

苫小牧 

東室蘭 

旭川 

稚内 

札幌 

函館 

帯広 

網走 

江差 

小樽 
富良野 

岩見沢 

南千歳 

様似 

名寄 

釧路 

長万部 
新千歳空港 

室蘭 

中小国 

木古内 

桑園 

北海道 
医療大学 

新得 

新夕張 
沼ノ端 

増毛 上川 

夕張 

1日平均乗車人員（輸送密度） 

500人～ 2,000人未満 

4,000人以上 

2,000人～ 4,000人未満 

500人未満 

２．どうしてこんなものを考えたの？ 

昭和５８年営業路線 
約４０００ｋｍ 

約８００ｋｍ：５００人未満/日･キロ 

営業キロ：約２,５００ｋｍ 
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～500人未満 500～2,000人 2,000～4,000人 4,000人以上 
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２．どうしてこんなものを考えたの？ 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

JR北海道 

2499.8km 

JR四国 
855.2km 

JR九州 
2101.1km 

３ ４ ％ ３ １ ％ ３ ０ ％ ５％ 

５ ０ ％ ２ ５ ％ 

５ ４ ％ ２ １ ％ 

１５％ １０％ 

１０％ １５％ 

4,809人 

4,994人 

4,809人 

－ＪＲ北海道・四国・九州 １日の利用割合－ 



Ｄ Ｍ Ｖ の効果   

３．どんな効果が期待されるの？ 

ストックの有効活用 
①既存インフラ活用と軽減 
②安価なランニングコスト 
③鉄道の再生 

新たな需要の創出 
①空港へのアクセス 
②都市交通ＬＲＴの代替 
③鉄道延伸ルートの代替 
④地域の活性化（観光） 

利便性・サービスの向上 

①シームレス化、バリアフリー 
②鉄道の利点を生かした定時性 
③バスの利点を生かした柔軟性 

ＤＭＶの特徴 
・オン/オフレール・・１０～１５秒 
・走行速度・・・・・７０ｋｍ／ｈ 
・シームレス・・・・バリアフリー 
・低コスト・・・・・１／４ (車両） 
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※営業用ＤＭＶ（試験的 
   営業運行使用車）の 
   量産価格想定 

※自動車：車検費等 
  鉄道：鉄車輪、油圧 
   装置 検査費等 

※営業用DMV(試験的 
   営業運行使用車) 
    の燃料消費量実績 
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ＤＭＶ：鉄道車両の約１／４
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ＤＭＶ：鉄道車両の約１／４

(実績に基づく想定)
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ＤＭＶ：鉄道車両の約１／５

(実績に基づく想定：道路・線路平均)
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約40.0
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ＤＭＶ：鉄道車両の約１／６

※営業用DMV(試験的 
   営業運行使用車) 
    の車両重量比較 

ＤＭＶ ： 既存の鉄道車両を１／４～１／５にダウンサイジング 

車両費 保守経費 燃料消費量 車両重量 

鉄道 

車両 

DMV 

DMV ： 鉄道車両の約1/4 DMV ： 鉄道車両の約1/4 DMV ： 鉄道車両の約1/5 DMV ： 鉄道車両の約1/6 

車両費 ・ 保守費 ・ 燃費 ・ 重量 
（鉄道車両(キハ４０)との比較による推定） 

３．どんな効果が期待されるの？ 
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平成20年3月 
熊本県 

南阿蘇地域 
（南阿蘇鉄道） 
実証実験走行 

平成19年1月 
静岡県富士市 
（岳南鉄道） 
デモ走行 

平成20年7月 
北海道洞爺湖サミット 

デモ走行 

平成19年4～11月 
平成20年4～11月 
試験的営業運行 

(釧網線) 

平成21年1～2月 
静岡県浜松市 

（天竜浜名湖鉄道） 
実証実験走行 

平成22年3月 
岐阜県恵那市 
（明知鉄道） 
実証実験走行 

平成24年2月 
徳島県・高知県 

（牟岐線～阿佐海岸鉄道） 

実証実験走行 

４．どんな使い方ができるの？  
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平成17年10月 
実証実験走行 

(石北線) 



約３０ｍ 

約５００ｍ 

空港へのアクセス 

最大勾配６０％以上 

４．どんな使い方ができるの？  
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ＤＭＶを活用した空港アクセス 

４．どんな使い方ができるの？  



昭和４１年 吉原市、旧富士市、鷹岡町が合併 

４．どんな使い方ができるの？  



静岡県富士市での走行風景 

４．どんな使い方ができるの？  
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（観光の足） 

（地域の足） 

４．どんな使い方ができるの？  



南 阿 蘇 地 域 デ モ 走 行 風 景 

４．どんな使い方ができるの？  



４．どんな使い方ができるの？  



天竜浜名湖鉄道実証運行風景 

４．どんな使い方ができるの？  



４．どんな使い方ができるの？  



明 知 鉄 道 実 証 運 行 風 景 

４．どんな使い方ができるの？  



少子高齢化・自家用車普及 

路線廃止・バス代替 

利用者の減少 

採算性の悪化 

運行頻度の減少 

Ｄ Ｍ Ｖ 利用者視点   

コストの節約 

ローカル線の変革   

Ｄ Ｍ Ｖ は 線 路 と 道 路 の 融 合 ツ ー ル   

事業者側の対策 

利 用 者 視 点   

線路と道路の融合 

サービスの融合・連携 

地方鉄道の悪循環の構図 

悪

循

環 

５．ＤＭＶによる鉄道イノベーション  



ＤＭＶ 

技術・経営 

三位一体のイノベーション 

ＤＭＶの位置づけ、指導 

活用策・支援・ルール 

 

利用者、行政、事業者 

（含バス）その他が 

三位一体となって議論 

 

少子高齢化の中で、地域の交通をどうするか？！ 

持 続 可 能 な 交 通 体 系 の 構 築 

イノベーション 

政 策 
イノベーション 

地 域 
イノベーション 

５．ＤＭＶによる鉄道イノベーション  

オペレーションの 

イノベーション 
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地方問題 

 地域の問題の中に組み入れる 

 鉄道と他の業（郵便・銀行・電力・通信・水道…）を軸に集客施設（学校、医療施設、

役場、集会施設…）をＤＭＶで線路と道路を結び、利用者の利便性向上を図る 

 縦割り意識を払拭し、業を超えたネットワークとサービスのシステムとする 

個人支援・利用促進 

サービス向上（増発など） 

交通の確保 

経営の補助 

地域交通の確保 

経営支援の支持 

地域のイノベーション（例） 

財政危機 限界集落 

地域医療 

少子高齢化 

ローカル線の経営 
郵便・銀行・電力 

通信・水道… 
少
子
高
齢
社
会
に
適
合
し
た 

持
続
型
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

事 業 者 

地域問題の視点 

行 政 

地域住民 

５．ＤＭＶによる鉄道イノベーション  
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ＤＭＶ車両のみ導入 

コ
ス
ト 

コ
ス
ト 

メンテナンスの軽減 プローブ車両の開発 

G P S 、I T 

運行システムの開発 
インフラの軽減 

にダウンサイズ（スミ） 

Ｄ Ｍ Ｖ 

１ 

１ / ４ １ / ４ 

車
両
側 

地
上
側 

地上システム 

(軌道・電気・信号・・） 

気動車 

１ 

地上システム 

(軌道・電気・信号・・） 

１ 

現状システム 

１ / ４ 

全
体
シ
ス
テ
ム 

コスト 

システム 

現行システム ＤＭＶシステム 

身の丈システム 
車

両 

コ
ス
ト 

地

上 

コ
ス
ト 

６ ． Ｄ Ｍ Ｖ の 更 な る 進 化 
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④列車間隔制御システム 

②踏切制御システム 

③運転方向制御システム 

⑤運行監視システム 

（GPS) 

（IT) 

（IT) 

①車両システム（車内信号） 

インフラレス鉄道 （線路だけの鉄道） 

IT・GPSを活用した運行システム 

６ ． Ｄ Ｍ Ｖ の 更 な る 進 化 
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メンテナンス半減策  

プロ ーブ車 両とは  

現 

行 

プ

ロ

ー

ブ 

車
両
導
入
後 

軌道（レール・分岐器） 

軌道（レール・分岐器） 

軌道回路 

信号回路 

踏切設備 等 

鉄道専用電波 

（車～車、車～センター） 

車両へ 

機能統合 

軌道回路 

信号回路 

踏切設備 等 

ＧＰＳ・地点検知 Ｇ Ｉ Ｓ 軌道ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

車両による地上設備のプローブ化  

有線・無線 

６ ． Ｄ Ｍ Ｖ の 更 な る 進 化 
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定員の拡大（連結運転）  

６ ． Ｄ Ｍ Ｖ の 更 な る 進 化 



エ ピ ロ ー グ 

 強い種が生きながらえたのではない！ 

 優秀な種が生きながらえたのでもない！ 

 変化した種が生きながらえたのである！ 

 線路だけでは生きられない！ 

 道路だけでも生きられない！ 

 だから、線路も道路も走るものに変化した！ 

DMVは「ダーウインだ！」 

ダーウイニズム 

Ｄ Ｍ Ｖ 
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